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記
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国
民
文
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祭
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障
害
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術
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三
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明
史

『

市
長
室
か
ら

こ
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に
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犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
、
興
味
本
位
の

噂
や
心
な
い
中
傷
な
ど
に
よ
り
名
誉
を
傷
つ
け

ら
れ
た
り
、
私
生
活
の
平
穏
が
脅
か
さ
れ
る
な

ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
「
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
」
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
痛
み

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
は
静
か
で
お
だ
や
か

だ
し
、
事
件
な
ん
て
起
き
な
い
よ
　
と
思
わ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
殺
人
、

暴
行
、
傷
害
、
性
犯
罪
、
交
通
犯
罪
な
ど
に
よ

る
被
害
は
、
あ
る
日
、
突
然
、
理
不
尽
に
誰
の

身
に
も
起
こ
り
得
ま
す
。
犯
罪
被
害
に
遭
う

と
、
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
、
生
命
を
奪
わ
れ
る

な
ど
の
身
体
的
被
害
の
ほ
か
に
、
稼
ぎ
手
が
失

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
収
入
が
途
絶
え
、
生
活
が

で
き
な
い
と
い
っ
た
財
産
的
被
害
、
さ
ら
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
の
過
剰
取
材
や
周
囲
の
人
々
の

心
無
い
噂
や
中
傷
、
偏
見
に
よ
り
、
精
神
的
苦

痛
を
受
け
ま
す
。
こ
う
し
た
犯
罪
後
に
生
じ
る

被
害
を
二
次
的
被
害
と
呼
び
ま
す
。
犯
罪
被
害

者
や
そ
の
家
族
は
長
期
に
わ
た
り
、
二
次
被
害

に
も
苦
し
み
、
そ
の
日
常
生
活
は
一
変
し
て
し

ま
い
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援

　
被
害
者
団
体
等
が
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
置
か
れ
て
い
る
深
刻
な
状
況
等
を
訴
え
続

け
た
結
果
、
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
り
、
平
成

17
年
に
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
国
は
基
本
計
画
を
策
定
し
、
犯
罪
被
害

者
等
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
国
東
市
で
は
平
成
29
年
度
３
月
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
が
可

決
、
成
立
。
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
大
分
県
内
の
市
町
村
で
初
め
て
の
制
定
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
周
囲
の
心
な
い
言
動
な
ど
で

傷
つ
く
「
二
次
被
害
」
の
防
止
、
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
人
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
が
目
的
で
あ

り
、
被
害
者
へ
の
見
舞
金
制
度
も
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
条
例
は
全
11
条
か
ら
な
り
、
犯
罪
被
害
者
等

の
立
場
に
立
っ
た
適
切
で
き
め
細
か
い
支
援
を

途
切
れ
な
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害

者
等
の
置
か
れ
た
状
況
を
理
解
し
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
指
摘
し
、
個
人

と
し
て
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ

れ
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
な
ど
の
基
本
理
念
、

市
や
市
民
等
の
責
務
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
が
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
向
け

て
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
者
の
身
近
に
い
て
、
い
つ
で
も
支
援
す

る
こ
と
の
で
き
る
周
囲
の
人
々
の
適
切
な
対
応

が
被
害
者
の
回
復
へ
の
一
助
と
な
り
ま
す
。
こ

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
問
題

●
第
11

回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

　課
題
《
笑
顔
》
応
募
作
品

お
多
福
が

　
　笑
顔
で
い
れ
ば
場
和
み

国
見
町
　
江
　
原
　
昭
　
信

隣
保
館

　
　笑
顔
の
花
で
つ
つ
み
た
い

国
東
町
　
　
　
　
　
き
み
え

の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
被

害
者
や
そ
の
家
族
の
人
達
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
、
地
域
で
、
職
場
で
支
援
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
な
お
本
年
９
月
末
に
は
大
分
県
内
の
全
18
市

町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
等
と
は
・
・

　
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
及
び
そ
の
家

族
ま
た
は
遺
族
を
い
う
。

（
文
責
： 

国
見
分
室
　
有
定
）

第
４
回
身
に
な
る
人
権
講
座

　
日
　
時
　
11
月
21
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

　
場
　
所
　
ア
ス
ト
く
に
さ
き
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

【
問
合
先
】

　
社
会
教
育
課
　

　
☎
０
９
７
８
―
72
―
２
１
２
１

　
も
う
二
度
と
秋
や
冬
は
来
な
い
の
で
は
無
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
あ
の
暑
い
暑
い
夏
の

日
が
嘘
の
よ
う
な
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
下
で
は
、
今
、
国
民
文
化
際
、
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
一
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10

月
６
日
㈯
、
皇
太
子
殿
下
、
同
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
、「
第
33

回
国
民
文
化
祭
・
お
お

い
た
２
０
１
８
」「
第
18

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」
の
開
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
51

日
間
に
わ
た
り
、
県
下
で
１
６
４
事
業
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
開
会
式
で
は
、
皇
太
子
殿
下
の
お
言
葉
に
「
宇
佐
神
宮
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
独
特
な
山
岳

宗
教
文
化
を
育
み
、
今
年
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
た
六
鄕
満
山
」
と
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
感

動
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
民
文
化
祭
で
は
、
県
下
を
５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て
お
り
、
国
東
市
は
、「
祈
り
の

谷
」の
ゾ
ー
ン
に
入
り
ま
す
。
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う「
祈
り
の
谷
〜
ペ
ト
ロ
岐
部
物
語
〜
」

や
、
寺
院
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
鬼
朱
印
巡
り
な
ど
の
「
六
鄕
満
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念
事
業
」、

市
内
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
神
楽
」
な
ど
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
10

月
13

日
㈯
に
は
、
皮
切
り
と
し
て
、
絵
画
展
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
１
８
７
殉
教
者

列
福
10

周
年
記
念
　
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
奇
跡
の
生
涯
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
を

描
か
れ
た
村
田
佳
代
子
さ
ん
は
、
鎌
倉
市
在
住
の
洋
画
家
で
、
40

年
近
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史

画
な
ど
を
発
表
し
続
け
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
も
国
東
に
は
足
を
運
ん
で
お

ら
れ
、
国
東
市
の
色
々
な
取
り
組
み
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
村
田
さ
ん
が
挨
拶
の
中
で
、
ペ
ト
ロ
岐
部
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
神

父
チ
ー
ス
リ
ク
さ
ん
か
ら
「
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
人
が
い
た
。
是
非
描
い
て

欲
し
い
。」
と
亡
く
な
る
時
に
言
わ
れ
て
、
描
き
は
じ
め
た
、
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
チ
ー
ス
リ
ク
神
父
は
、
当
時
、
ペ
ト
ロ
岐
部
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
、
国
見
町
な
ど
に
何
度

も
来
た
こ
と
が
あ
る
人
で
す
。

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
第
２
弾
は
、
10

月
14

日
に
行
わ
れ
た
、
演
劇
「
遙
か
な
る
海
の
賛
美
歌

〜
ペ
ト
ロ
岐
部
物
語
〜
」
で
あ
り
、
劇
団
青
年
座
の
指
導
で
行
う
市
民
参
加
の
演
劇
で
す
。

　
11

月
に
は
、「
日
本
の
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
、
福
者
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
の
足
跡
を
音
楽
で
辿

る
」
コ
ン
サ
ー
ト
、「
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
神
父
列
福
10

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ど
う
か
出
来
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市民の皆さんに、市政や当市を支える産業に対する理解を深めていただくため、市の施設や市
内企業・事業所等を見学する市政バスを次のとおり運行します。
•参加対象　市内に在住されている方
•実　施　日　12月17日㈪　Ａコース　　平成31年１月16日㈬　Ｃコース
　　　　　　12月18日㈫　Ｂコース　　平成31年１月18日㈮　Ｄコース
　　　　　　いずれも午前９時頃～午後４時頃までを予定しています
•発　着　地　Ａ、Ｄコース…国見支所・本庁　　Ｂ、Ｃコース…安岐支所・武蔵支所・本庁
　Ａコース…発着地 → 消防本部 → ウーマンメイク → 梅園の里 → 七島藺学舎 → 旧農業大学校

跡地の農業団地 → 本庁 → 発着地
　Ｂコース…発着地 → 国見支所 → 国見トレーニングファーム → 奥松農園 → 本庁 → 旧農業大

学校跡地の農業団地 → サテライトオフィス → 発着地
　Ｃコース…発着地 → 消防本部 → くにさきオイスター養殖場 → 道の駅くにみ → 本庁 → 旧農

業大学校跡地の農業団地 → サテライトオフィス → 発着地
　Ｄコース…発着地 → 本庁 → 旧農業大学校跡地の農業団地 → 本田航空 → 里の駅 Ｒ213 →京

製メック → ウーマンメイク → 発着地
　※コースは変更する場合もあります。
•参　加　料　無料（ただし、昼食代600円を当日集金します）
•定　　員　25名（申し込み先着順）
•申し込み方法　広報室へお電話（☎0978-72-5008）もしくは電子メール（kouhou@city.kunisaki.lg.jp）にて
　　　　　　　　①住所 ②氏名③年齢④電話番号（日中連絡取れるもの） ⑤コース名⑥乗車場所
　　　　　　　　を記載してお申し込みください。
•締め切り　11月30日㈮
•そ　の　他　歩きやすい履物、防寒対策をしてご参加ください

市政バスツアーに参加しませんか

23 222018.11


